
おでかけサポートセンター事業 （NPO 等委託 ファミサポの移送版事業） 

１ 移動（モビリティ）に関する相談支援事業（移動円滑化情報提供・コーディネート） 

・ 交通バリアフリー情報提供 
（ノンステップバス運行状況・福祉タクシ－・福祉有償運送インフォメーション） 

・ 福祉輸送サービス情報提供（介護サービスや障害者移動支援サービスも含む） 
・ 移動困難者に対するニーズに応じた事業者紹介、予約代行 
・ 情報誌発行 HP 発信 

２ 福祉有償運送事業（個人運転ボランティアとの協働・安全運転教育支援事業） 

① 福祉有償運送運転ボランティアネットワーク事業 
・ 町内助け合い輸送グループ、団塊世代の個人ボランティア活動支援 

（法人格要件の障壁をクリア 
⇒ 受託法人所属のボランティアドライバーとして活動可能） 

  ・ 各地域の移動サービスをコミュニティ活動へ醸成 
② 福祉有償運送運転協力者認定講習の開催 
・ 運転協力者になるための法定講習（安全運行・介護講習）を安価で開催 

（2 日間 15 千円の高額負担の障壁をクリア） 
「協働のまちづくり」への参画ツールの提供 

⇒とくに男性ボランティアが参画しやすい分野であり、 
団塊世代が地域コミュニティに溶け込むきっかけづくりになる 

  ⇒地域コミュニティビジネスの振興に発展寄与 
 

 

モビリティインフォメーションセンター（両駅にブースを設置） 

① 移動（モビリティ）に関する情報提供・相談支援事業 
・ おでかけサポートの事業に加え、観光情報、まちづくりイベント情報 
なども付加した公共交通利用のインフォメーションも含め総合的に実施する。 

② 公共交通乗継円滑化促進事業 
・ きめ細やかなバスマップの企画作成 
・ JR を含む割引クーポンや ICOCA カードとの連携、販売、ポイントチャージなど、

便利でお得な公共交通利用促進（モビリティマネジメント）商品の企画販売。 
・ パークアンドライド促進商品（地下駐車場、駅前駐輪場利用券とのセット商品）企

画販売 など 
② MM 応援団（ガイドヘルパーボランティア）のマネジメント 

・高齢者等の乗降介助を交通事業者から受託、登録ボランティアにて運用 

基盤整備事業（委託）拠点整備後 



＜おでかけサポートセンター＞ のイメージ 
 
● 移動（モビリティ）に関する相談事業（情報提供・コーディネート） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
● 福祉有償運送事業（運転ボランティアネットワーク・認定講習開催） 

 
 
 
 
 
 
 

おでかけサポートセンター

受付 
受付 
メール受付 

ル

おでかけポートセンターの登録から活動の流れ 

４．対価の支払い 

３．福祉有償運送サービス提供 

依頼会員 運転協力会員 

１．利用申込 

２．運送依頼

５．報告・事務費納入

おでかけサポ-トセンタ-

（NPO 法人等） 

福祉有償運送７９条登録

運転協力者講習開催

会員登録一元管理 
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３-４．公共交通活性化の対策方針案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３に関する対策方針案＞  
⑬大江霊仙寺線開通(平成21 年春)に合わせた草津駅～南草津駅

間にある空白地運行と２駅間交通の確保について検討 
⑬南草津駅～草津駅間の循環運行と商店街通りへの小型バスま

たはベロタクシー等の運行について検討 
（旧草津川下のトンネル通過が条件） 

⑬商店街通りのトランジットモール化について検討 
・一般車両の通行規制、・小型エコ交通の導入など 

⑬中心市街地活性化計画の策定と連携 
⑬まちづくり委員会・商店街等において実施策の検討を依頼 
⑬旧草津川の駐車場への利用ついて滋賀県に要請

＜全体目標＞

人が元気になり､ 

まちが元気になり､

地球も元気になる
＜地域生活交通・バリアフリー
対策に向けての目標＞ 

 

 

＜輸送サービス向上・安全 
円滑化に向けての目標＞ 

 

 

＜１に関する対策方針案＞ 

①空白地等の住民に対する意向調査の実施 
・調査対象地区の絞り込み 

（駅周辺部と市外縁部の地理的特性を考慮） 
・公共交通の必要度合いの把握 等 

①地域協議会の設立を考慮したグループインタビュー
の実施…町内会単位で実施 

①空白地等に対する多様な運行可能性について検討 
 ◇市街化区域（含む拡大区域） 

・中心市街地活性化のための運行補助と連動した駅
間空白地の解消 

・既存バス路線統合による路線再構築 
・地域生活核への乗り入れ⇒商業施設との連携 
・ロクハ、なごみ巡回バスとの連携や２社協同運行

などによる新路線  
◇市外縁部 
・隣接市域運行のバス路線の迂回運行 
・産業との連携（農協組合員サービス・地産地消観

光連携など⇒タクシー委託） 
・地域運営会員制交通(タクシー委託） 

①上記検討を踏まえ可能性のある地域で社会実験（来年度） 
…乗合タクシー、コミュニティバス、既存バス路

線の再編など、多様な交通手段を試行して実証
データを収集・分析 

②通勤通学時間帯と昼間時間帯のニーズ別対策 
・通勤通学時間帯は直行制重視 
・昼間時間帯は通院買物重視 
・時間帯別迂回路線など 

②南草津駅への新快速停車の要望 
②広域福祉施設への迂回運行の増便について検討 

（国・県による負担） 
③全車低床車両化に向け車両購入補助について検討 
③低床バスの路線・運行時刻の表示の実施 
③バス停の改良のための実態把握調査の実施 
④草津駅東口の乗り継ぎ円滑化の検討 

（ＥＶ・ＥＳの設置等） 
⑤バス総合案内所、総合案内板、バスロケーションシ

ステムの導入について検討 
⑥誰もが利用しやすいユニバーサルの視点で検討 
○バリアフリー基本構想に今回検討結果を記載 

＜２に関する対策方針案＞  
⑧バス便ごとの遅延時間の把握（平日・１日終日） 

・バス事業者の定期的調査等により把握 
⑧右折信号の設置が望まれる交差点の抽出 

・バス事業者よりヒアリング等 
⑨路線別・便別のバス利用者数の実態把握 

・バス事業者の定期的調査等により把握 
⑪バス円滑運行のため信号調整が望まれる交差点の抽出
⑪イオンモール草津､フォレオ大津一里山の交通対策の把握 
⑧⑪草津駅東口の混雑状況解消の検討 

・ロータリーへの一般車流入規制等 
・草津駅前動線、交通体系の再検証 
・国道１号の信号調整等 

⑧⑪南草津駅東口から国道１号渋滞対策の検討 
・信号調整等 
・駅前での通行規制等 

⑪国道１号南田山交差点における渋滞対策の検討 
・平野草津線における左折レーン、 

バス専用ﾚｰﾝの設置 
・ＰＴＰＳの設置 ・南草津駅西側からの迂回ルート

の確保と 
トンネルの拡充整備 

⑨高齢者に対しバス優待乗車券等の提供について検討 
・高齢者運転免許自主返納支援（バス回数券＋住基カード交付）
・高齢者定期（一定の月額負担で一乗車 100 円）の

一般化をバス協会支援により実施 
⑩再編が望まれる路線について抽出・検討 

・守山市域運行の山賀下物線・杉江循環線の欲賀～芦
浦長束への広域調整運行  

・平井循環線と栗東市コミバス路線の機能分担・再編
活性化 

・大江霊仙寺線開通に伴う西口発路線の新設･統合（木
川・山田方面） 

・ロクハにいたる協同運行と新路線  
・中心市街地におけるトランジットモール化による南

草津～草津駅間の路線新設 
（車両小型化⇒乗合タクシーとの協同運行も視野）

＜地域活性化・公共交通利用
促進に向けての目標＞ 

 

 

①空白地における公共交通の確保 
②誰もが移動しやすい公共交通の 

体系化（基幹・乗り換え等を含む） 
③バスのバリアフリー化（車両､バス停等）

④駅のバリアフリー化（駅舎､駅前広場等）

⑤わかりやすいバス案内表示 
⑥ユニバーサルの視点の導入 

 

１ 

⑧バスの速達性・定時性の確保 

⑨既存バス路線の利用促進 

⑩効率的な運行路線・体制の再編 

⑪交通渋滞の緩和対策 

⑫モビリティ･マネジメントの推進 

 

⑬公共交通による中心市街地の 
活性化 

⑭公共交通による観光振興 
⑮企業立地と公共交通の連携強化 
⑯車から公共交通への利用転換 

(モビリティ･マネジメント) 

＝CO2 削減･地球温暖化防止 
⑰新交通システムの検討 
 

２

３

＜２と３にまたがる対策方針案＞  
⑧－⑮⑯工場通勤者及び大学生のバス利用促進のための南草津駅～大学間の

定時性・速達性確保のための対策検討 ⇒社会実験 
⑫－⑮⑯エコ通勤の実施について企業と連携して検討 

・地球を愛する条例への参画の意思 
・協定または条例の中で公共交通利用についての明記を検討 
・協定エコ通勤定期商品開発と企業協賛金獲得 
・企業の交代制勤務時間に合わせたバス運行について検討 

⑫－⑯モビリティマネジメントの取組方法について検討  

＜１と２にまたがる対策方針案＞  
①－⑨⑫市街化区域の空白地・不便地の解消のための路線再編実証運行を実施 

（コンパクトシティ・都市機能(コア)ネットワーク・商工業振興等の視点から整理） 
①－⑩市外縁部の小需要地域について乗合タクシーの可能性について実証運行の実施 

・併せて乗合タクシーの是非・負担金額の上限について調査 
・住民意向調査の際、乗継乗車の可能性について調査、乗車目的・乗車回数も調査 

①－⑩空白地等への運行に関する採算の考え方や市支援のあり方の整理 
・デマンド運行等の運行形態も含め採算の考え方の明確化 
・市支援のあり方について具体化 

  
⑭公共交通で巡る観光資源の明確化 
⑮企業への公共交通利用に関するアンケート調査の実施と協力依頼 

（就業者数、勤務時間(交代制)、通勤手段、通勤手当等の実態把握） 
⑯立命館大学へのアンケート調査の実施と協力依頼 
⑭観光振興との連携について、観光物産協会等と実施策を協議 
⑭公共交通の利用と一体となった観光資源の活用について検討 
⑮エコ通勤定期商品開発と企業協賛金獲得 
⑯鉄道駅からイオンへのバス運行等、公共交通手段を充実するよう検討 
⑯駅前駐車場の利用状況の把握、経営改善プロジェクトにおいて公共交通利用

との連携を模索（パーク＆ライド） 
⑰新交通システムについて検討 

＜１と３にまたがる対策方針案＞ 

①－⑬草津駅～南草津駅間の交通確保と駅間空白地の解消 
・大江霊仙寺線開通(平成 21 年春)に合わせた駅間の空白

地運行について検討 
①－⑯地域協議会の設立を考慮したグループインタビューの実

施…町内会単位で実施 
③－⑯全車低床車両化に向け車両購入補助について検討 
③－⑯低床バスの路線・運行時刻の表示の実施 
③－⑯バス停の改良のための実態把握調査の実施 
④－⑯草津駅東口の乗り継ぎ円滑化の検討 
⑤－⑯バス総合案内所、総合案内板、バス接近表示設置について検討 

社
会
実
験(

来
年
度)

 

※注：各対策方針案の頭の○番号は各部門の目標の○番号に該当 

※注：赤色は優先検討項目、青色は調査やアンケート、ヒアリング等、黒色は一般検討項目 を示す。

＜福祉有償運送運営協議会より＞

社
会
実
験(

来
年
度)

⑦お出かけサポート相談室
などのソフト対策の実施 

⑦福祉有償運送ほか福祉移

送サービス(STS)との連携


